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1． はじめに 

新宿区総合計画では駅周辺回遊性の向上が求めら

れており 1)，また新宿駅は一日乗客者数が一位のタ

ーミナル駅として人の集中は災害時の対応課題が懸

念される．どんな時どのような場所に人が多いのか，

街の改変より人の行動がどのように変わるか把握す

ることが重要になってきている．一方で様々なポイ

ントデータが活用できるようになり，回遊行動を詳

細に検討することが可能になってきている．そこで，

本研究では H30 東京パーソントリップ調査データ 2)

をもとに，細かい区域の回遊行動を再現できるモデ

ルを構築することを目的とする．また，回遊性の向

上などに関する施策が行われた後，来街者行動の変

化を把握することを明らかにする． 
 
2.研究の概要 

2.1.分析手法 
本研究では実経路がない場合人の回遊行動を予測

の課題を克服するモデルに取り組むことが求められ

る．具体的に，時空間的に回遊行動を再現するため

に，新宿駅を対象として，駅に到着してから，時間

の経過とともにいくつかの施設を訪問し駅から乗車

して帰るという回遊行動を仮定し，その行動を説明

する 100m メッシュ単位の目的地選択，回遊継続終

了モデルと滞在時間モデルのパラメータを推定する

ものである．そして具体的政策を説明変数に反映し，

政策の実施より来街者行動の変動を予測する． 
 

2.2.モデルに導入する説明変数 
街路空間の特性が回遊性に影響する重要な要素で

ある．街路空間の歩きやすさを把握したいため，媒

介中心性と Int.V を指標として導入する． 
(1) 媒介中心性 
媒介中心性とは，ある点が，他の 2 点間を結ぶ最

短経路上にあるほど，中心性が高いとする考え方で

ある 3)．媒介中心性が高いところは，他の地点間の

最短経路上に位置している頻度が高いので，比較的 
に立ち寄りやすい地点であると言える． 
(2) Int.V 

Int.V とは，道路ネットワークを線分の集合に変換 

 
した上で，各線分をノードとしたグラフに置き換え 
て近接性を求めた値である．すなわち，位相幾何学

における空間同士のアクセシビリティを表す．Int.V
が低いとは対象エリアにおいて他の空間から分離さ

れた場所で，アクセスが難しいと言える． 
 

2.3. 目的地選択モデル 
選択肢を 100m メッシュ単位で考え，代替選択肢

としては，新宿駅メッシュの中心点から 1,000m 以

内に位置するメッシュからランダムに 20%抽出した．

合わせて 115 メッシュとなり，多項ロジットモデル

を適用する． 
モデルのパラメータ推定結果を表-1 に示す．平均

店舗延床面積，店舗数は有意な値が得られた.符号が

正であり，メッシュ内の店舗数が多い，面積が大き

いほど，選ばれやすいと考えられる．メッシュ距離

の符号が負であり，遠いほど選択されにくい傾向に

あることが分かった．Int.V の分散の符号は負である．

これは，メッシュごとの Int.V のバラつきが小さい

つまり乱雑性の低いメッシュに存在する店舗の方が，

効用が高いことを示していることが分かった．また，

媒介中心性の最大値の符号が負となり，媒介中心性

の高いところは通過し，目的地として選ばれていな

いと考えられる． 
 

2.4.滞在時間モデル 

滞在時間モデル関しては各店舗における滞在時間

を求めるために，目的地に訪問した時刻から時間𝑡の

経過と共に減少する滞在者の生存確率を生存関数の

ワイブル分布を表現した．確率密度関数は以下の式

(1)に示す． 

   𝑓(𝑡) =
𝑑𝐹(𝑡)

𝑑𝑡
= 𝛼𝛽𝑡𝛼−1 ∙ 𝑒𝑥𝑝{−(𝛽𝑡)𝛼}       (1) 

𝛼:時間的スケールに対応した尺度パラメータ 
𝛽:分布の形状を決める形状パラメータ 
𝛽が大きいほど早い時間に急激に店舗から離れる

確率が高くなることを示す．上記のパラメータ𝛽を

次の式のように定式化した．ここで，𝑦 は個人属性

などの説明変数である.  
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     𝛽 = exp(𝑏0 + 𝑏1𝑦1 + ⋯ +𝑏𝑚𝑦𝑚)           (2) 
滞在時間のモデルの推定結果を表-2 に示す．現在

時刻の符号が正であることから，現在時刻が早く訪

問先の店舗に長く滞在することを示している．年齢

が高いほど，滞在時間が長くなる．また，同行者が

あり，目的が食事社交，一日のトリップが私事を中

心にする符号は正であり，このような場合滞在時間

が長くなることが示唆された． 
表-1 目的地選択モデルの推定結果 

表-2 滞在時間モデルの推定結果 

表-3 回遊終了・継続モデルの推定結果 

2.5.回遊継続・終了モデル 

回遊終了・継続の選択モデルの推定結果を表-3 に

示す．尤度比が高く，モデルの適合度は高い．結果

から，総滞在時間が長いほど，年齢が 50 歳以上であ

れば，回遊を終了する可能性が高い，つまり多くの

個所を回らないことが示された．また回遊継続場合

の説明変数について前後や一日のトリップ特性を考

慮した．一日活動終了までについての時間パラメー

タの符号は正であり，一日使える時間が有限であり，

家に帰る時間を事前に決めた場合，一日活動終了す

るまで残る時間が長いほど，回遊継続しやすいこと

が原因だと考えられる．  
 

2.6.政策シミュレーションについて 

2.3.の推定結果をもとに政策についてシミュレー

ションを行う．2020 年 7 月に JR 新宿駅構内の北通

路改札を移設して自由通路化した．また，同じ時点

で新宿駅東口前の広場再整備より，利便性が向上す

ると考えられる．目的地選択確率の変化を図-1 に示

す．媒介中心性と Int.V が変わることによって，各メ

ッシュの選択確率が変化したことが分かった． 

図-1 政策分析 

 

3.まとめ 

分析の結果，目的地選択という多項ロジットモデ

ルに関しては，特に街路特性を表す指標として「媒

介中心性の最大値」や「Int.V の分散」が来街者行動

に影響を与えることが示された．また政策シミュレ

ーションを行い，来街者行動の変化を把握した． 
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